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大
平
首
相
死
す
―
―
。

訃
報
は
電
波
に
の
っ
て
、
地
球
上
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。
首
相
の
快
癒
を
信
じ
て
い
た
人
々
は
こ
と
ご
と
く
激
し
い
衝
撃
に
襲
わ
れ
た
。

病
院
に
は
、
急
を
知
っ
た
弔
問
の
客
が
、
明
け
方
か
ら
、
い
ま
だ
に
こ
の
突
然
の
出
来
事
を
信
じ
ら
れ
な
い
面
持
ち
で
続
々
と
つ
め
か
け
た
。

鈴
木
総
務
会
長
、
田
中
元
首
相
、
西
村
副
総
裁
、
桜
内
幹
事
長
、
福
田
前
首
相
、
三
木
元
首
相
、
在
京
の
閣
僚
、
自
民
党
関
係
者
、
野
党
首
脳
、

経
済
界
首
脳
等
。
首
相
の
亡
骸
に
対
面
し
て
出
て
き
た
人
々
は
、
立
ち
場
の
違
い
を
超
え
て
、
一
様
に
、
深
い
喪
失
感
に
打
た
れ
、
記
者
た
ち

の
質
問
に
も
言
葉
少
な
に
応
じ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

午
前
七
時
半
、
夏
の
朝
日
が
高
く
あ
が
っ
た
頃
、
伊
東
官
房
長
官
は
記
者
会
見
を
行
い
、「
午
前
二
時
半
に
容
態
急
変
を
知
ら
さ
れ
て
病
院
に

か
け
つ
け
た
と
き
に
は
、
首
相
の
意
識
は
す
で
に
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
つ
い
で
、
大
平
首
相
に
よ
っ
て
予
め
指
名
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
従

い
、
自
ら
が
首
相
臨
時
代
理
の
職
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

八
時
四
十
分
、
医
師
団
は
、「
午
前
二
時
二
十
五
分
、
突
然
、
上
室
性
、
心
室
性
不
整
脈
か
ら
心
原
性
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
り
、
可
能
な
限
り

の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
て
治
療
に
当
っ
た
甲
斐
も
な
く
、
五
時
五
十
四
分
、
�
去
さ
れ
た
」
と
発
表
し
た
。

大
平
首
相
の
遺
体
は
、
病
理
解
剖
に
付
さ
れ
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
地
下
一
階
の
霊
安
室
に
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
香
川
県
に
首
相
の

選
挙
運
動
に
行
っ
て
い
た
二
男
大
平
俗
、
長
女
森
田
芳
子
も
か
け
つ
け
た
。
遺
体
の
前
で
顔
を
合
わ
せ
る
遺
族
た
ち
の
悲
嘆
を
慰
め
る
よ
う
に
、

東
京
聖
テ
モ
テ
教
会
の
沢
邦
介
牧
師
が
�
主
あ
り
て
世
を
去
り
し
信
徒
の
霊
魂
安
ら
か
に
い
こ
わ
ん
こ
と
を
�
と
祈
り
を
捧
げ
た
。
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間
も
な
く
、
遺
体
は
柩
に
納
め
ら
れ
、
白
い
十
字
架
の
縫
取
り
の
あ
る
黒
い
布
で
蔽
わ
れ
、
身
近
な
も
の
の
手
で
、
霊
安
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。

十
一
時
十
九
分
、
白
バ
イ
二
台
に
先
導
さ
れ
た
霊
安
車
は
病
院
を
あ
と
に
、
半
旗
を
掲
げ
る
首
相
官
邸
と
国
会
前
を
迂
回
し
、
職
員
の
見
送
る

中
を
、
通
い
な
れ
た
高
速
道
路
を
通
っ
て
瀬
田
の
私
邸
に
向
か
っ
た
。

付
近
の
人
々
に
出
迎
え
ら
れ
、
私
邸
に
帰
り
つ
い
た
枢
は
、
遺
族
ら
の
手
で
邸
内
に
運
び
入
れ
ら
れ
る
。
も
は
や
声
を
か
け
て
も
ら
え
な
く

な
っ
た
�
お
じ
い
ち
ゃ
ん
�
を
目
を
赤
く
し
て
じ
っ
と
見
つ
め
る
孫
の
満
子
、
光
一
、
知
範
、
佳
代
た
ち
の
姿
が
見
守
る
人
々
の
涙
を
さ
そ
っ

た
。私

邸
に
官
邸
に
、
夜
ま
で
弔
問
の
客
が
相
次
ぎ
、
午
後
三
時
に
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
お
使
い
が
遣
わ
さ
れ
、
志
げ
子
夫
人
以
下
遺
族

に
弔
意
が
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
夜
は
、
身
内
だ
け
の
仮
通
夜
で
あ
る
。
祭
壇
は
首
相
が
平
生
使
っ
て
い
た
、
庭
に
面
す
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
し
つ
ら
え
ら
れ
、
ご
遺

体
は
白
い
花
で
埋
め
ら
れ
た
。

翌
十
三
日
夜
は
通
夜
式
。

十
四
日
は
午
後
一
時
か
ら
密
葬
の
形
で
葬
送
式
が
営
ま
れ
た
。
聖
歌
が
い
く
た
び
か
流
れ
る
中
を
、
約
四
千
人
が
霊
前
に
白
い
花
を
捧
げ
た
。

故
大
平
正
芳
首
相
の
正
式
の
葬
儀
は
、
伊
東
首
相
臨
時
代
理
を
葬
儀
委
員
長
と
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
首
相
の
控
え
目
の
人
柄
を
汲

ん
で
、
�
国
葬
�
と
せ
ず
、
�
内
閣
・
自
由
民
主
党
合
同
葬
儀
�
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

合
同
葬
儀
当
日
の
七
月
九
日
は
、
首
相
の
死
を
悲
し
む
よ
う
に
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
し
き
っ
た
。
喪
主
大
平
裕
の
胸
に
抱
か
れ
た
遺
骨
が
志

げ
子
夫
人
に
付
き
添
わ
れ
て
、
六
千
人
の
参
列
者
の
待
つ
合
同
葬
儀
場
の
日
本
武
道
館
に
到
着
し
た
。
奏
楽
の
中
に
、
十
九
発
の
弔
砲
が
冷
夏

の
梅
雨
空
に
段
々
と
こ
だ
ま
し
た
。

遺
骨
は
、
白
と
赤
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
く
ら
れ
た
日
の
丸
を
中
心
と
し
て
白
菊
と
杉
の
葉
で
飾
ら
れ
た
式
壇
に
安
置
さ
れ
た
。
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一
分
間
の
黙
�
の
の
ち
、
大
平
首
相
の
生
前
の
声
が
流
さ
れ
、
追
悼
の
辞
に
移
る
。

伊
東
正
義
葬
儀
委
員
長
が
ま
ず
霊
前
に
進
ん
だ
。

「
…
…
大
平
総
理
。

あ
な
た
は
、
平
生
信
義
を
守
る
こ
と
厚
く
、
友
誼
を
重
ん
じ
、
遠
謀
深
慮
、
ひ
と
た
び
決
意
す
る
や
、
そ
の
所
信
を
貫
か
ね
ば
や
ま
ぬ
人
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
生
涯
は
、
文
字
通
り
、
邦
家
の
た
め
、
国
民
の
た
め
に
捧
げ
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
七
十
年
の
生
涯
を
、
政
戦
の
さ

中
、
不
慮
の
病
死
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
こ
こ
に
永
別
の
時
を
迎
え
、
あ
り
し
日
の
温
容
を
偲
び
、
万
感
胸
に
迫
っ
て
、
言
語
に
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」

時
間
が
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
。

満
堂
の
参
列
者
が
身
じ
ろ
ぎ
一
つ
し
な
い
中
を
、
伊
東
葬
儀
委
員
長
の
重
い
声
が
、
故
大
平
首
相
の
生
立
ち
を
振
り
返
り
、
そ
の
業
績
を
辿

っ
て
行
く
。
あ
の
時
こ
の
時
の
思
い
出
が
、
参
列
者
の
脳
裡
を
走
馬
燈
の
よ
う
に
か
す
め
る
。
式
壇
の
上
に
掲
げ
ら
れ
た
故
大
平
首
相
の
大
写

真
が
式
場
の
人
々
に
穏
や
か
な
微
笑
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

「
…
…
あ
な
た
は
ま
た
、
ゆ
た
か
な
識
見
を
も
っ
て
、
つ
ね
に
す
ぐ
れ
た
経
綸
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の
時
代
、
文
化
の
時
代
の
到
来
を

洞
察
し
た
田
園
都
市
国
家
構
想
も
、
あ
な
た
の
…
…
理
想
の
結
実
で
あ
り
ま
す
。」

伊
東
首
相
臨
時
代
理
は
、
首
相
�
去
の
翌
日
、
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
に
、
�
大
平
首
相
の
国
民
へ
の
最
後
の
贈
り
も
の
�
と
し
て
、
大
平
内

閣
の
職
務
執
行
内
閣
が
そ
の
役
割
を
終
え
る
ま
で
に
、
未
完
成
の
報
告
書
を
完
成
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
カ
月
、
研
究
グ

ル
ー
プ
の
起
草
委
員
は
、
深
夜
、
払
暁
に
及
ぶ
作
業
を
つ
づ
け
、
首
相
の
発
案
に
な
る
田
園
都
市
国
家
構
想
を
は
じ
め
九
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の

設
計
図
を
仕
上
げ
た
。
書
き
あ
げ
ら
れ
た
報
告
書
は
、
樹
齢
三
百
年
の
木
曾
檜
の
白
木
の
箱
に
納
め
ら
れ
、
首
相
の
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
平
首
相
の
遺
産
は
、
後
代
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
…
…
大
平
総
理
。

あ
な
た
は
さ
ら
に
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
す
る
中
で
首
脳
外
交
を
展
開
さ
れ
、
わ
が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

諸
外
国
と
の
友
好
親
善
関
係
を
深
め
、
世
界
の
平
和
と
秩
序
の
維
持
発
展
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。」

首
相
�
去
の
日
の
外
電
は
、
世
界
各
国
の
政
府
首
脳
が
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
て
い
る
旨
を
打
電
し
て
き
て
い
た
。
と
り
わ
け
生
前
、
大
平

首
相
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た
米
国
と
中
国
の
喪
失
感
は
大
き
か
っ
た
。

そ
の
、
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
、
華
国
鋒
中
国
首
相
を
は
じ
め
と
し
て
、
フ
レ
ー
ザ
ー
豪
首
相
、
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
・
カ
ナ
ダ
総
督
、
プ
レ
ム
・

タ
イ
首
相
、
ラ
ー
マ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大
統
領
、
朴
忠
勲
韓
国
首
相
、
マ
ル
コ
ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
夫
人
、
ボ
ボ
リ
コ
・
ロ
コ
ン

ガ
・
ザ
イ
ー
ル
首
相
、
リ
ス
ロ
・
ザ
ン
ビ
ア
首
相
、
タ
マ
セ
セ
四
世
サ
モ
ア
副
元
首
ら
、
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
四
十
八
カ
国
を
含
む
百
八
カ

国
、
二
つ
の
国
際
機
関
の
代
表
が
式
場
に
参
加
し
て
い
た
。

黒
い
喪
服
の
着
席
者
の
中
に
点
々
と
ま
じ
る
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
系
の
国
々
の
代
表
の
ま
と
う
民
族
衣
裳
の
華
や
か
さ
が
、
式
場
に
か
す
か

な
彩
り
を
添
え
て
い
た
。

合
同
葬
儀
後
、
カ
ー
タ
ー
大
統
領
、
華
首
相
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
夫
人
は
、
瀬
田
の
大
平
邸
を
訪
問
し
、
改
め
て
弔
意
を
伝
え
た
。
カ
ー
タ

ー
大
統
領
と
華
首
相
は
別
れ
に
当
っ
て
、
サ
イ
ン
帳
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、"W

ith
bestw

ishes
to
m
y
friends

The
O
hira
fam
ily.W

ith
respect

to
a
great

m
an"

「
大
平
首
相
為
中
日
友
好
関
係
的
発
展
作
示
了
卓
越
的
貢
献
。
中
国
人
民
永
遠
懐
念
他
」
と
、
大
平
首
相
を
讃
え
る
文
字
を

記
し
た
。

大
平
首
相
は
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
を
政
治
の
最
大
の
使
命
と
考
え
、
国
際
間
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た
め
に
、
渾
身
の
力

を
ふ
る
っ
た
。
だ
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
年
四
月
末
か
ら
の
米
国
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
ユ
ー
ゴ
、
西
独
を
め
ぐ
る
十
二
日
間
、

五
万
キ
ロ
と
い
う
最
後
の
外
遊
は
、
死
出
の
旅
路
の
一
歩
で
も
あ
っ
た
。

「
…
…
少
し
は
休
養
を
と
る
よ
う
に
と
勧
め
る
私
ど
も
に
対
し
て
、
あ
な
た
は
、
�
政
治
家
は
倒
れ
て
後
や
む
�
と
肯
ん
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
…
…
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国
運
を
に
な
い
、
重
大
な
使
命
を
果
た
し
て
長
途
の
旅
か
ら
帰
ら
れ
た
あ
な
た
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
内
閣
不
信
任
案
が
上
程
さ
れ
、

し
か
も
予
期
せ
ぬ
事
態
に
よ
っ
て
こ
れ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
…
…

人
を
愛
す
る
こ
と
深
く
、
争
い
を
好
ま
ず
、
静
か
な
思
索
を
求
め
、
�
明
日
枯
れ
る
花
に
も
水
を
や
る
心
を
大
事
に
し
た
い
�
と
言
わ
れ
た

心
や
さ
し
い
あ
な
た
に
、
時
代
は
さ
ら
に
苛
酷
な
克
己
と
緊
張
を
強
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

伊
東
葬
儀
委
員
長
の
声
が
わ
ず
か
に
ふ
る
え
た
。
戸
外
で
は
雨
足
が
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
た
。

「
…
…
一
た
び
、
�
総
理
病
に
倒
る
�
の
報
が
伝
わ
る
や
、
快
癒
を
願
う
国
民
の
声
は
巷
に
あ
ふ
れ
、
海
外
か
ら
も
心
か
ら
な
る
見
舞
い
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
医
師
・
看
護
団
の
献
身
的
な
加
療
に
よ
っ
て
、
病
状
は
日
を
追
う
て
快
方
に
む
か
う
か
に
見
え
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は

よ
う
や
く
愁
眉
を
ひ
ら
き
、
あ
な
た
も
ま
た
、
病
�
を
押
し
て
、
ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
す
る
決
意
を
固
め
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
う
諸
般

の
準
備
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
。」

あ
れ
ほ
ど
出
席
し
た
か
っ
た
ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
に
、
大
平
首
相
は
つ
い
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
遺
影
は
サ
ン
ジ

ョ
ル
ジ
ュ
島
の
議
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
飾
ら
れ
て
、
会
議
の
進
行
を
見
守
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、
各
国
首
脳
了
解
の
も
と
に
、
大
来
外
相
が
代
役

と
し
て
、
竹
下
蔵
相
、
佐
々
木
通
産
相
と
と
も
に
参
加
し
、
大
平
首
相
の
遺
志
を
体
し
て
、
西
側
同
盟
へ
の
連
帯
を
誓
約
し
た
。

「
大
平
総
理
。

あ
な
た
は
、
病
床
に
あ
っ
て
も
、
終
始
政
局
の
安
定
を
念
じ
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
選
挙
は
無
事
に
終
わ
り
、
見
事
な
成
果
を
収
め
得
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
し
よ
う
に
も
、
あ
の
温
顔
は
も
は
や
あ
り
ま
せ
ん
。
断
腸
の
思
い
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」

大
平
首
相
の
劇
的
な
死
は
、
多
く
の
自
民
党
員
を
ふ
る
い
立
た
せ
、
そ
れ
ま
で
の
党
内
抗
争
の
わ
だ
か
ま
り
を
吹
き
飛
ば
し
て
、
選
挙
戦
を

戦
わ
せ
た
。
候
補
者
は
、
事
務
所
に
黒
い
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
大
平
首
相
の
遺
影
を
掛
け
、
腕
に
喪
章
を
巻
い
て
選
挙
演
説
を
行
っ
た
。

憲
政
史
上
初
の
衆
参
両
院
同
日
選
挙
は
、
ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
と
同
日
の
六
月
二
十
二
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
が
、
有
権
者
の
関
心
も
に

わ
か
に
高
ま
っ
て
、
そ
の
投
票
率
は
、
参
議
院
選
挙
で
戦
後
最
高
、
衆
議
院
選
挙
で
戦
後
四
番
目
の
高
率
と
な
っ
た
。
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開
票
の
結
果
、
自
民
党
は
衆
議
院
に
お
い
て
は
二
百
八
十
四
議
席
（
前
回
二
百
四
十
八
議
席
）
を
獲
得
し
て
前
回
を
上
回
る
こ
と
三
十
六
議

席
、
選
挙
後
の
追
加
公
認
を
入
れ
て
二
百
八
十
七
議
席
と
な
り
、
ま
た
参
議
院
に
お
い
て
は
、
六
十
九
議
席
（
ほ
か
推
薦
一
）
を
取
り
、
非
改

選
と
合
わ
せ
て
百
三
十
五
議
席
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
六
年
間
つ
づ
い
た
与
野
党
伯
仲
状
態
は
完
全
に
解
消
し
、
大
平
首
相
が
病
床
の
夢
寐
に

も
見
た
政
局
の
安
定
は
確
保
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
六
月
二
十
四
日
、
伊
東
首
相
臨
時
代
理
、
西
村
副
総
裁
、
桜
内
幹
事

長
ら
は
、
瀬
田
の
大
平
邸
を
訪
れ
、
霊
前
に
同
日
選
挙
勝
利
を
報
告
し
た
。

「
大
平
総
理
。

神
は
、
時
代
が
最
も
危
険
な
曲
り
角
に
処
す
る
時
あ
な
た
を
選
ん
で
わ
が
国
の
指
導
者
と
し
、
そ
の
運
命
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、

深
い
思
索
と
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
立
派
に
そ
の
使
命
を
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
、
不
敏
な
が
ら
あ
な
た
の
志
を
継
い
で
、
政
治
の
信
義
を
興
復
し
、
新
し
い
時
代
を
打
開
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま
す
。

…
…
倦
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
苦
難
に
耐
え
て
、
理
想
に
邁
進
し
て
こ
ら
れ
た
大
平
総
理
。
い
ま
は
た
だ
ご
冥
福
と
ご
冥
助
を
お
祈
り
し
て
、

永
別
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。」

数
千
人
の
市
民
が
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
、
日
本
武
道
館
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
い
た
。
買
物
籠
を
か
か
え
た
主
婦
、
杖
を
つ
い
た
老
人
、
学
校

帰
り
の
生
徒
や
学
生
、
中
に
は
、
遠
く
地
方
か
ら
出
て
き
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

弔
辞
が
済
み
、
会
場
内
の
参
列
者
の
献
花
が
終
わ
る
と
、
こ
れ
ら
の
市
民
た
ち
の
一
般
献
花
に
移
る
。
深
々
と
頭
を
下
げ
る
人
、
遺
影
を
見

上
げ
て
何
ご
と
か
つ
ぶ
や
く
人
。
よ
う
や
く
止
み
か
け
た
雨
の
中
を
、
音
楽
隊
の
奏
楽
を
背
景
に
、
献
花
の
列
は
約
二
時
間
に
わ
た
っ
て
つ
づ

い
た
。

こ
う
し
て
大
平
正
芳
は
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
に
至
る
七
十
年
三
カ
月
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
二
年
、
大

平
が
政
治
家
と
し
て
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
え
た
か
ど
う
か
を
問
う
に
は
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
短
い
期
間
で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
後
世

の
史
家
に
委
ね
た
い
。

エピローグ　永 遠 の 今



だ
が
、
そ
の
一
生
を
振
り
返
る
と
き
、
大
平
正
芳
は
、「
政
治
家
で
あ
る
前
に
人
間
ら
し
い
人
間
と
し
て
生
き
た
い
」
と
念
じ
た
彼
自
身
の
願

い
を
十
分
に
果
た
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

大
平
正
芳
の
墓
地
は
、
東
京
西
郊
の
多
磨
と
郷
里
豊
浜
町
に
あ
る
。
そ
の
墓
石
の
裏
面
に
は
、
親
友
伊
東
正
義
の
撰
書
に
な
る
次
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
る
。

君
は
永
遠
の
今
に
生
き

現
職
総
理
と
し
て
死
す

理
想
を
求
め
て
倦
ま
ず

斃
れ
て
後
已
ま
ざ
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
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完
―
―

大平正芳回想録―伝記編


	エピローグ　永遠の今

